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カフによる血管拡張量計測の精度向上
・ 動脈入り上腕モデルの開発
・ ダブルカフを用いた精度向上の検討

実機試作，マーケティング
・ 機器の小型化
・ ブルートゥースによる無線通信
・ EMC（電磁環境両立性）検査

ボランティアによる臨床エビデンス取得
・ 明確な病態のない健常人での計測
・ 既存PWVと開発機の体積弾性率の
関連性の評価







与えられた血管拡張量でどの程度カフ圧が変化するのか
実測するため，動脈入り上腕モデルを試作
→動脈を加圧して膨らませ，この際のカフ圧変化を測定



血管拡張以外の要素を除去するため，
従来のシングルカフ測定法からダブルカフ測定法を考案
→両者のカフ圧の差を取り，血管拡張を得る

Double cuff FMD measurement

組織の粘弾性変形

カフの粘弾性変形

血管拡張なし

組織の粘弾性変形

カフの粘弾性変形

筋緊張等の外乱

血管拡張
カフC (低圧保持)カフM (通常計測)

筋緊張等の外乱

血管拡張
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〇特許出願
・生体情報測定装置（特許第6651087号）(2020/2/19)

〇外部発表
・予防早期医療創成センターワークショップ

(2023/2/2＠名古屋大学・野依記念学術交流館)
・日本生体医工学会東海支部大会 (2023/10/28＠名古屋大学医学部)
・日本機械学会バイオフロンティア講演会 (2023/12/16-17＠山口大学工学部)

〇情報発信
・キックオフセミナー (2022/10/18＠知の拠点あいち)
・メッセナゴヤ2022 (2022/11/16-18＠ポートメッセなごや)
・公開セミナー (2023/3/16＠知の拠点あいち)
・メッセナゴヤ2023 (2023/11/8−10＠ポートメッセなごや)
・あいちモノづくりエキスポ2023 (2023/10/6-7＠Aichi Sky Expo)

〇会議の開催件数
・全体研究開発会議 ５回 (2022/11/24; 2023/3/23, 6/21, 9/13, 12/20)※

・個別研究開発会議 ８回 (2022/10/26, 12/28; 2023/1/25, 2/22, 7/19, 8/2, 
10/25, 11/22)※

※いずれも＠名古屋大学・NIC館＋オンライン



課 題
１．IoT化への対応
健康管理関連企業との連携が必要

２．チェック＆コンディショニングの提案
・チェック：
コンディショニングと連携した指標

・コンディショニング：
心血管、血液循環との関連性

３．エビデンス
４．価格

啓発性

信頼性

市場規模大市場規模小 動脈硬化リスク
スクリーニング

ヘルスケア市場

行動変容
＋ソリューション

With 健康管理関連企業

メディカル市場

診断＋治療

With 製造販売業

重症化予防

健康増進

課 題
１．製販業資格のある企業との連携必要
２．薬機法での認可の選択
A 承認 新規性があるか？

アウトカムの明確化とエビデンス
資金と時間

B 認証 従来機器との同等性がいえるか？
付帯機能リスト項目の有無

３．ガイドラインのためのエビデンス



啓発性

信頼性

健康増進早期治療

血管の健康改善行動
・抗酸化対応
適度な運動
副交感神経の活性
十分な睡眠
抗酸化食材の摂取

・糖質・塩分制限
・油分の選択まど

動脈硬化指標
との関係性

関与する危険因子
・老化
・酸化ストレス
・運動習慣
・食事嗜好
・生活環境
・脂質異常
・糖代謝異常
・高血圧など

関係する病態の早期発見

・動脈硬化
・心血管疾患
・認知症
・腎疾患など

エビデンス作り

・アウトカム
・予兆評価
・重症度評価
・動脈硬化早期発見
・心血管イベントリスク評価
・リスク低減効果の評価

行動変容につながるか？

早期発見早期治療につながるか？



課題

・協業企業の探索
・機器仕様の目的に合ったエビデンス
・エビデンスに基づくコンディショニング情報の集積



※本項目で1pまで可、デザインは自由
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